住之江のまち案内ボランティアの会　会則

第1条（名称）
　　　本会は、「住之江のまち案内ボランティアの会」と称す。
第2条（目的）
　　　本会は、地域住民や来訪者などを対象に、地域の見どころや歴史、自然などの案内活動に努め、住之江のまちの良さを知ってもらうことにより、住之江区の地域振興に寄与することを目指す。
第3条（活動）
　　　本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。
　　　（１）加賀屋緑地（加賀屋新田会所跡）とその周辺の案内活動
　　　（２）会員の人材育成のための研修・学習活動
　　　（３）まちの良さの再発見・案内コースの検討などの調査活動
　　　（４）その他、目的の達成に必要な活動
第4条（事務局）
　　　本会の事務局は当面住之江区役所内に置く。
第5条（会員）
　　　本会の会員は、「住之江のまち案内ボランティア養成講座」の修了者及び本会の「会員養成研修会」の修了者で、第2条に掲げた目的に賛同する者とする。
第6条（会員の心得）
　　　（１）本会の目的に沿って、それぞれの力量や余剰時間に応じて、自主的に活動するものとし、常に「和」の精神を大切にする。
　　　（２）本会及び会員の信用を傷つけるような行為をしてはならない。
第7条（休会）
　　　本会の会員が病気、多忙等の理由で一時活動を停止する場合及び1年間全く案内活動をし
　　　なかった場合は休会会員とする。
休会中の会員は活動できないが、本人から文書で復会の申し入れがあれば、いつでも会員
に復帰できるものとする。
また、休会者にも議事録などは送付される。
第8条（役員）
　　　本会には次の役員をおく。
　　　（１）会長　　　　　1名　　　　　　（２）副会長　　　　１～2名
　　　（３）総務・会計　　1名　　　　　　（４）会計監査　　　　1名
　　　（５）顧問　　　　　若干名
第9条（役員の選出）
　　　役員の選出は次による。
　　　（１）会長は総会で無記名投票により選出する。
　　　（２）副会長及び他の役員は会長が委嘱し、総会で承認を得る。
第10条（役員の任務）
　　　役員の職務は、次のとおりとする。
　　　（１）会長は本会を代表し、会務を統括する。
　　　（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
　　　（３）総務・会計は本会の総務・会計を処理する。
　　　（４）会計監査は本会の会計を監査する。
第11条（役員の任期）
　　　役員の任期は2年とする。但し、再任は妨げない。
　　　特に会長は、連続2期を限度とする。
第12条（会議）
　　　本会に次の会をおく。
　　　（１）総会　　（２）役員会　　　（３）分科会　　　（４）定例会
第13条（総会）
　　　総会は毎年１回開催するものとする。役員会が必要と認めた場合に臨時総会を開催するこ
　　　とができる。総会は活動会員の２／３以上の出席をもって成立する。但し、委任状も出席
扱いとする。総会は、事業報告、会計報告・監査、予算、役員の選出などの重要事項を審
議する。
第14条（役員会）
　　　役員会は会長が招集し、本会の運営関係事項を審議する。
第15条（分科会）
　　　分科会は第3条（２）、（３）、（４）の活動のために必要に応じて置くもので、分科会長は
　　　役員会の同意を得て、会長が委嘱する。分科会は分科会長が招集する。
第16条（定例会）
　　　定例会は毎月1回開催するもので、活動報告、会の運営、情報交換等の会合とする。
　　　必要に応じて会長が招集する場合がある。
第17条（会則の変更）
　　　会則の変更については、会員の２／３以上の賛同をもって決定する。
第18条（会計年度）
　　　本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日迄とする。
第19条（細則）
　　　この会に基づき、本会の運営上に必要な細則は役員会で決定する。
　　　　（付則）
　　　　この会則は、平成17年5月30日から施行する。
　　　　改正会則は、平成18年5月8日から施行する。
　　　　改正会則は、平成19年5月14日から施行する。
　　　　改正会則は、平成23年5月９日から施行する。
　　　　改正会則は、平成23年12月12日から施行する。
　　　　改正会則は、平成28年４月13日から施行する。
　　　　令和4年4月13日定例会決議により　第9条（１）記名投票を無記名投票に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第11条　1年を2年、連続3期を2期


住之江のまち案内ボランティアの会　細則

住之江のまち案内ボランティアの会　会則第19条の規定に基づき、次のとおり細則を定める。

第1条（案内活動）
　　　　　（１）案内活動に際しては、会員証を携行し、明示する。
　　　　　（２）案内活動に際しては、謝礼は受け取らないこと。また万一受け取った場合は会
　　　　　　　　の会計に入れること。（菓子類は除く）
　　　　　（３）留意事項
　　　　　　　・　ボランティアの精神を大切にして対象者に接すること。
·  活動上知り得た秘密事項やプライバシーに充分配慮すること。
·  複数の会員が共同して案内活動を行う際には、事前に会員同士で打ち合わせ  
·  を行い、リーダーを決めるなどして、活動に当たること。
·  案内活動では、事故など不測の事態が起きないよう注意すること。
第2条（保険）
　　　　　会員は万一の事故に備えて「大阪市民活動保険」に加入すること。
第3条（会費）
　　　　　（１）会費の支出は定例会の承認で行うものとし、その使途は
　　　　　　　　①案内活動に必要な図書、備品など　②会議の茶菓代
　　　　　　　　③交通費　④他定例会で認められた場合に限る。
　　　　　（２）会費は、年額1,200円とする。
第4条（会員の登録）
　　　　　（１）本会の会員養成講座の終了をもって登録資格を得る。
　　　　　（２）登録は本人の意思を表示して、所定の登録用紙で行う。
第5条（会員資格の喪失）
　　　　　（１）会員資格の喪失について
　　　　　　・会費を納入しなかったとき。
　　　　　　・本人から退会の申し出があったとき。
　　　　　　・活動の遂行が著しく困難と認められるとき。
　　　　　　・休会会員が1年間案内活動をしなかったとき。
　　　　　　・会員本人が死亡したとき。
　　　　　　・会員が除名されたとき。
　　　　　（２）会員の除名について
　　　　　　・会員が本会則が定めた事項に著しく違背したとき。
　　　　　　・会員として不適格と役員会が認めたとき。

